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まちづくり懇談会内容【公開用】 

 

日 時：令和元年 6月 11日（火） 18：30～20：18 

場 所：総合福祉センター「しゃるる」（1階）大ホール 

出席者：栗山市街地、北部地区 14人 

 

１．開会 

２．町長挨拶 

  ※配布資料確認および日程説明 

３．懇談 

 (1)第 6次総合計画後期実施計画（別紙 1参照） 

 (2)栗山町スキー場の廃止（別紙 2参照） 

(3)公共料金の見直し 

Ⅰ 公共施設使用料の改正（別紙 3-1参照） 

Ⅱ 下水道料金の変更（別紙 3-2参照） 

(4)町からの情報提供 

Ⅰ 避難行動要支援者名簿（資料１） 

Ⅱ 出前型政策・施策説明会の活用（資料 2） 

(5)自由懇談 

４．その他 

５．閉会 

 

≪質疑応答≫ 

【第 6次総合計画後期実施計画】 

町民：日赤病院を改築している間、どこで診察してもらえるのか。 

町長：現段階で日赤病院の改築という方向づけをしたわけではありません。具体的な検討はこれ

からで、町民の皆さんにご迷惑がかからない方法を検討していかなければならないと考え

ています。日赤病院は多くの方が通院されている総合病院なので、診療所の規模に縮小す

ることは難しいですが、整備手法など具体的検討を７月に設置する検討委員会で検討して

いくことになります。 

 

【栗山町スキー場の廃止】 

町民：スキー場の廃止は、これからの子どもたちの将来に関わることであり、もう一度考える必

要がある。スキー場の問題は、歴史的にどのような役割を果たしてきたかを考えた上で、

財政的な問題もあるが、もう一度どのようにしていけば存続できるのか、残すことが将来

の子どもたちのためにどのようになるのかを考える必要がある。今の経済状況や人口の状

況を考えると、たいていのものは縮小せざるを得なくなる。そういう考え方で進めていく

ことが将来の栗山町にとってどうなのかを考えていかないといけない。すぐに廃止決定と

いうことはしないでいただきたい。 

町長：スキー場の問題は、今回即決したということではなく、これまでも町民の皆さんと議論し、

熟慮を重ねて出した結論であります。子どもたちがスキーのできない環境になるのであれ
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ば、当然残していかなければならない施設と考えますが、広域的に近隣の施設を利用する

ことができる環境にあり、もともと北長沼スキー場を利用している子どもたちも多く、不

都合な意見もあまり出ていない実態にあります。これからのまちづくりは、一つの町で全

てを完結できることは理想かもしれませんが、広域での利用や民間の活力を活用していく、

そのような時代であると考えます。本町の財政状況を踏まえ、総合的に行政として判断を

させていただきました。スキー場の廃止については、今月議会に提案をするので、議会で

議論していくことになります。 

町民：北長沼スキー場は混んでいて、滑走中にぶつかる危険性が高いという意見がある。栗山町

スキー場は初心者向けで、リフトを利用しない子どもたちも理容しているし、ロッジの建

て替え経費なども下げたやり方を検討し、教育施設として残していくべきものと考える。

町民の方の声も少ないし、スキーをしていない人の声が多いのではないか。 

町長：スキー場の関係は、去年の段階で町内２８カ所の懇談会などで意見を聞いているし、その

後もいろいろな方の意見をお聞きし、総合的に行政として判断をさせていただきました。

これからは議会において、しっかりと議論をしていくことになりますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

 

【自由懇談】 

町民：ＪＲの関係は、本来的に民営化した国の責任は大きく、自治体はもっと国に支援を求めて

いくべきではないか。 

町長：ＪＲの問題は、国が責任をもって存続させていくような流れを作っていくことが正しいと

思います。国もお金を出さないということではなく、今年と来年の２年間、緊急的な措置

として２００億円ずつ支出します。その中で、国からＪＲに対して改善命令が出されてお

り、改善命令に取り組むのに８億円かかり半分は国が出し、残りの４億円を北海道と沿線

自治体で負担できないかという話になっています。この２年間で国と北海道と沿線自治体

が公共交通のあり方を議論していくことになります。 

町民：今日の懇談会の参加者が少ない。栗山町には難題が山積し、これは一度に解決できる問題

ではないと感じた。町民の発言できる場や、町の情報を共有する場を数多く用意すること

が必要で、どうすれば多くの人が参加できるのか、町民が参加しやすい方法を考えてほし

い。 

町長：確かに今日は参加者が少なく、行政側の周知の仕方などの問題などがあると思います。ま

ちづくりは、情報共有と町民参加が一番大事なことだと考えており、多くの方に参加して

いただけるよう工夫していきたいと思います。 

町民：日赤病院の建設に携わってきたが、最初は敷地が狭いので建設時に工夫をしたが、出来上

がって職員から多くの不満の声を聴いた。次に移転新築をしたときは、広い土地を提供し

てもらい、かなり自由に病院を建てられた。これから病院を建てるなら、広い土地に移転

新築してほしい。最終的に患者にとって良い環境の病院が良い。 


